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桜
川
市
は
平
成
17
年
10
月
１
日
に
岩
瀬

町
、
真
壁
町
、
大
和
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生

し
、
桜
川
市
と
し
て
新
た
な
歩
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
市
制
施
行
20
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
郷
土
へ
の
深
い
愛
着
と
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
住
み
よ
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
真
壁
伝
承
館
や
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
す
」
の
建
設
な

ど
公
共
施
設
の
整
備
や
、
さ
く
ら
が
わ
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
な
ど
の
医
療
体
制
の

　

桜
川
市
が
市
制
を
施
行
し
て
か
ら
、
本
年

で
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。
市
議
会
を
代
表
し
、
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
市
の

発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
市
民
の
皆

様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
10
月
１
日
に
２
町
１
村
が
合
併

し
て
「
桜
川
市
」
が
誕
生
し
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
か
ら
20
年
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
ご
協
力
の
も
と
、
数
多
く
の
課
題
に
向

き
合
い
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
東
日

本
大
震
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

整
備
、
学
校
の
統
廃
合
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充

実
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
災
害
の
激
甚
化
や

感
染
症
な
ど
と
い
っ
た
課
題
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
資
源
を
活
用
し

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は
「
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
と
市
民
の
幸
せ
が
咲
く
ま
ち　

桜

川
」
を
ま
ち
の
将
来
像
に
定
め
、
６
つ
の
基

本
理
念
を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

市
制
施
行
20
周
年
は
、
更
な
る
発
展
へ
の

ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
り
ま
す
。
先
人
た
ち
が

築
き
上
げ
た
も
の
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に

市
民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
く
桜
川
市
を

目
指
し
て
さ
ら
に
飛
躍
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

症
、
物
価
高
の
影
響
な
ど
多
く
の
困
難
や
課

題
に
直
面
す
る
中
で
、
地
域
医
療
の
充
実
、

教
育
環
境
の
整
備
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
り

組
み
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で
成
果
を
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
声

を
受
け
止
め
な
が
ら
、
市
政
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
べ
く
議
論
を
重
ね
、
地
域
全
体
の

未
来
を
見
据
え
て
政
策
を
後
押
し
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
議
会
改
革
に
も
取
り
組
み
、
議

員
定
数
の
削
減
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
本
会

議
の
映
像
配
信
な
ど
、よ
り
開
か
れ
た
議
会
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
日
々
努
力
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
桜
川
市
は
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
過
疎
と
い
っ
た
課
題
の
中
で
、

地
域
の
持
つ
資
源
と
知
恵
を
活
か
し
、
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
私
た
ち
市
議
会
も
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
構
築
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
、
そ
し
て
桜
川
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

更
な
る
発
展
へ
の

ス
タ
ー
ト
地
点

20
年
の
感
謝
と

　

 

新
た
な
一
歩
を

桜川市長

大
お お つ か

塚 秀
ひ で き

喜

桜川市議会 議長

風
か ぜ の

野 和
か ず み

視
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A N N I V E R S A R Y

　桜川市は、平成 17年10月1日
に岩瀬町、真壁町、大和村の 3
つの町村が合併して誕生し、令
和7年10月1日に市制施行20周年
を迎えました。表紙は、これま
でに発行された広報さくらがわ
の歴代の表紙240枚を組み合わ
せて作成したものです。一つひ
とつの表紙からは、市民の皆さ
まとともに築いてきた桜川市の
歴史を感じることができるもの
となっています。

　市の職員が作成したデザイン
の中から、市民の皆さまによる
投票を実施し、投票数が最も多
かった上記のデザインが『桜川
市市制施行20周年記念ロゴマー
ク』として選ばれました。
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桜川市のデータ

わたくしたちは、伝統と豊かな自然に恵まれたふるさと を愛し、 
限りない繁栄と幸せ を願って、市民憲章を定めます。

１、 市民と行政が協働で住みよいまちをつくります。
１、 互助と信頼を深め、安心とやすらぎあるまちを つくります。
１、 教養を高め、豊かな心と健やかな体を育むまちをつくります。
１、 豊かな自然と歴史・文化が調和する潤いのあるまちをつくります。
１、 地域資源を活かし、活力に満ちた豊かなまちをつ くります。

市民憲章

市の花 市の木 市の鳥
ヤマユリ サクラ ウグイス

桜川市の面積
１８０．０６ｋ㎡

　人口・世帯数（令和７年 9 月１日時点）

　農業産出額（令和５年度）

　児童・生徒数（令和７年５月１日時点） 　産業別就業者数（令和２年）

総人口： ３５，５３０人
男　性： １７，６７５人
女　性： １７，８５５人

小学校： ８８９人
中学校： ５１１人 
義務教育（前期）： ５０５人
義務教育（後期）： ３２４人

第１次産業（農業・林業など）	 ： １，３４１人

第２次産業（製造業・建設業など）	： ６，４８７人

第３次産業（小売業、医療業など）	： １０，８６４人

全体： ７２億３千万円
　　そば： １億３千万円（県内 ２位） 

　　こだますいか : ５億３千万円（県内 ２位）

総　数：５９件（県内 ２位）
　　国指定：　７件

　　県指定：５２件

世　帯　数： １３，６１６世帯

全国
8位

国・県指定文化財数 （令和6年度末時点）
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２０１３年９月
学校給食センター稼働開始

２０２４年７月
桜川消防署完成

２０１５年９月
市制施行10周年記念式典

２０２５年２月
生涯学習センターさくらす開館

２０１１年３月
東日本大震災発生

２０２１年１１月
マスコットキャラクターの愛称が
「さくりん」に決定

２０１１年９月
真壁伝承館開館

２０２４年
天然記念物「桜川のサクラ」が
国の指定から５０周年

２００５年１０月
桜川市誕生

２０１６年９月
筑波山地域ジオパークが
日本ジオパークに認定

２００６年１０月
総合防災訓練開催

２０１８年５月
フィリピン共和国バコール市と
友好交流都市協定締結

２００８年１２月
北関東自動車道桜川筑西 IC開通

２０１８年１０月
さくらがわ地域医療センター開院

２００８年１２月
桜川市立大和中学校新校舎完成

２０１９年１０月
いきいき茨城ゆめ国体ライフル
射撃競技大会開催

2005
平成17年

10
月
● 

桜
川
市
誕
生

　

※
初
代
市
長 

中な
か
た田
裕ひ

ろ
し

氏 

就
任

2006
平成18年

10
月

12
月

● 

震
度
６
弱
の
直
下
型
地
震
を
想
定
し
た
桜
川
市
総
合
防
災
訓
練
開
催

● 

北
関
東
自
動
車
道
路
岩
瀬
ト
ン
ネ
ル
貫
通

2007
平成19年

11
月

12
月

● 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
開
催

　

※
桜
川
市
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
の
会
場
に

● 

市
民
憲
章
と
市
の
花
、
木
、
鳥
決
定

2008
平成20年

４
月

12
月

● 

北
関
東
自
動
車
道
桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
～
笠
間
西
Ｉ
Ｃ
開
通

● 

桜
川
市
立
大
和
中
学
校
新
校
舎
完
成

● 

北
関
東
自
動
車
道
桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
～
真
岡
Ｉ
Ｃ
開
通

2009
平成21年

７
月
● 

岩
瀬
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
共
用
開
始

2010
平成22年

６
月
● 

真
壁
の
町
並
み
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

　

※
県
内
初

2011
平成23年

３
月

９
月

● 

東
日
本
大
震
災
発
生

● 

真
壁
伝
承
館
開
館

2012
平成24

10
月
● 

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
開
始

　

※
県
内
初

2013
平成25年

９
月

10
月

● 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
稼
働
開
始

● 

２
代
目
市
長 

大お
お
つ
か塚
秀ひ

で
き喜
氏 

就
任

2015
平成27年

７
月

９
月

10
月

● 

名
誉
市
民
に
（
故
）平ひ

ら
ま間
小こ

し
ろ
う

四
郎
氏
、
中
田
裕
氏
、
飯い

い
じ
ま島
輝て

る
の
ぶ信
氏 

決
定

● 

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
と
市
民
祭
が
同
時
開
催

● 
市
制
施
行
10
周
年

2016
平成28年

９
月
● 

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

● 

ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
シ
リ
ス
ト
ラ
市
と
友
好
交
流
都
市
協
定
締
結

2017
平成29年

６
月

10
月

● 

桜
川
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
６
名
に
さ
く
ら
が
わ
応
援
大
使
を
委
嘱

● 

広
域
連
携
バ
ス
の
岩
瀬
地
区
延
伸
及
び
本
格
運
行
開
始

2018
平成30年

４
月

５
月

10
月

● 

桜
川
市
立
桃
山
学
園
開
校

● 

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
バ
コ
ー
ル
市
と
友
好
交
流
都
市
協
定
締
結

● 

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院

2019
令和元年

10
月
● 

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
大
会
開
催

2020
令和２年

４
月
● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
実
施

● 

市
内
巡
回
ワ
ゴ
ン
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ
ミ
ニ
」
運
行
開
始

2021
令和３年

11
月
● 

桜
川
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が
「
さ
く
り
ん
」
に
決
定

2022
令和４年

４
月
● 

過
疎
地
域
に
指
定

2023
令和５年

４
月
● 

さ
く
ら
が
わ
人
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

2024
令和６年

７
月

● 

天
然
記
念
物
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
が
国
の
指
定
か
ら
50
周
年

● 

名
勝
「
櫻
川
」
が
国
の
指
定
か
ら
１
０
０
周
年

● 

桜
川
消
防
署
完
成

● 

筑
波
山
塊
の
花
崗
岩
が
東
ア
ジ
ア
初
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ス
ト
ー
ン
に
認
定

2025
令和７年

２
月

４
月

９
月

10
月

● 

桜
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
す
」
開
館

● 

桜
川
市
立
真
壁
学
園
義
務
教
育
学
校
開
校

● 

上
曽
ト
ン
ネ
ル
供
用
開
始

● 

市
制
施
行
20
周
年

20桜川市 年のあゆみSakuragawa city History  2005　2025
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「すごくいい所だね」。仕事の関係で
いろいろな方と会う機会が多いので
すが、私が出身地である桜川市の
話をすると、多くの方が大変好感を
持ってくれます。「桜川のサクラ、
高峯のヤマザクラ」等をはじめいろ
いろなアピールポイントを活かしな
がら、更に桜川市が発展していくこ
とを祈念しています。

桜川市市制施行20 周年、心よりお祝い申し上げます。さくら
がわ応援大使として、そしてこの地で生まれ育った一人として、
この節目を迎えられたことを大変嬉しく思います。私の名前
は、ふるさとである桜川市から名付けていただきました。豊
かな自然と温かな人々に育まれた日々は、今の私を支えるか
けがえのない原点です。これからも声優という仕事を通じて、
桜川市の魅力を世界に発信し、応援し続けてまいります。

声  優
さくらがわ応援大使

櫻川  めぐ さん

桜川市市制 20周年　桜川市市制 20 周年　
桜川市にゆかりのある皆さんから　　お祝いのお言葉を頂きました

お祝いメッセージお祝いメッセージ

桜川市市制施行20周年、心よりお
祝い申し上げます。美しい自然と歴
史、そしてあたたかい人々に支えら
れたこのまちが、さらなる発展を遂
げ、未来へと輝き続けることを願っ
ております。私自身、茨城を拠点
に活動する表現者として、桜川市の
魅力を多くの方に届けられるよう努
めてまいります。

声優・俳優・アーティスト
さくらがわ応援大使

安達  勇人 さん

文化庁在外研修員としてイタリア留学中
だった 20 年前、自分の感性は故郷桜
川の豊かな風土や文化、町の人々の愛
情の賜物と気付き、1 人涙し感謝した
のを覚えています。今後も末永く山桜
が美しく咲き誇り、益々魅力溢れる場
所へと発展しますように…その為に自
分が少しでも尽力できれば幸いです。
祝桜川市市制 20周年 !!

声楽家
さくらがわ応援大使

小林  由佳 さん

この度は、桜川市市制施行20周年おめでとうございます。
さくらがわ応援大使として任命頂き、常に故郷を思い、誇
りを持って語れることに感謝致しております。自分たちが
最後の卒業生となりその後廃校になった桜が丘中学校は、
ヤマザクラで美しい高峰の裾にありました。小学１年生か
ら富谷分校より毎年歩いて行った花見は磯部神社でした。
私の陶芸作品に描く桜はこの故郷の原風景からなのだと、
歳を重ねるほどに感じます。桜川市がいつまでも美しい
桜の里であり続けますように願っております。　

陶芸家
さくらがわ応援大使

島田  恭子 さん

市制 20 周年という節目の年に桜川
市にちなんだ能「桜川」を舞うこと
ができ、たいへん光栄に思っており
ます。東日本で能楽の故郷となる
地は本当に少なく、これを皆様で
ぜひ大事に育ててほしいと念願して
おります。

能楽師

山中  一馬 さん

市制施行 20 周年おめでとうござい
ます。全国各地に遠征し、そのほ
かはこの地で練習する日々を送るな
かで、壮大で豊かな自然、温かな
声援をくれる人の優しさにふれ、素
晴らしい故郷に感謝しつつ、これか
らも選手として、人間として精進し
ていきたいと思います。

競輪選手

雨谷  一樹 さん

桜川市市制施行 20 周年、おめでとうご
ざいます！サッカーに出会い、サッカー
を始めさせてもらった地でもある桜川市
に心から感謝しています。これからも桜
川市がもっと元気に、そして笑顔が溢れ
る市になっていく事を願っています。僕
もサッカーを通して元気や勇気を届けら
れるよう、頑張っていきます。

水戸ホーリーホック

飯田  貴敬さん

大学進学を機に上京し、桜川市を離れてから数
十年が経ちました。友と歩いた懐かしい道、緑
一面の稲田を駆け抜ける風、折々に感じる季節
の音や香り、親しみのある人々とのあたたかな
交流など、自然豊かな桜川市で築いた素晴らし
い思い出と絆は、今の私にとってかけがえのない
宝となっています。

ライフル射撃選手
さくらがわ応援大使

山田  優子 さん

みずほ信託銀行株式会社 元取締役社長
さくらがわ応援大使

中野  武夫 さん

市制施行 20 周年おめでとうございます。桜川市では幼少期を過ごし、とても思い
入れのある故郷です。現在は仕事の都合上離れていますが、帰省すると母校や雨
引観音、上野沼やすらぎの里、磯部桜川公園など、大好きだった場所を走って回
るのがルーティーンです。今後とも桜川市の益々のご繁栄をお祈り申し上げます。 陸上選手

細谷  恭平さん
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